
近代アメリカでの日本建築ならびにその従事者への認識の変遷 と構造
一一建築における異文化交流の事例として一

主査 中 谷 礼 仁*1

委員 グ レ ゴ リ ー ・ク ラ ン シ ー*2,内 田 青 蔵*3,田 中 厚 子*4,松 浦 剛*5

近代アメリカにおける日本建築およびその従事者についての認識の変遷を構造的に把握することを目的に,1870年 代

から第二次世界大戦までのアメリカの建築関連雑誌(購 読層の異なる5誌 を選定)に 掲載された日本関連の記事を抜粋

し,収 集分析 を試みた。結果 として全データ275件 から,各 雑誌の興味の対象や 日本に対するイメージの違い,ま た,

年代 による記事量や内容の変化などの構造が明らかになった。 日本が 「芸術の国」 と賞賛された19世 紀末から,日 本の

近代化によりそのイメージが壊れ記事数が激減する20世 紀初頭への過程,さ らに日本建築が咀囎 され米国内に内向化す

る過程を検証 した。
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HOW JAPANESE ARCHITECTURE AND CARPENTERS WERE PERCEIVED

               IN MODERN AMERICA 
—A Study of American Architectural Journals of the Nineteenth and Twentieth Centuries—

Mem. Gregory Clancey,

   Ch. Norihito Nakatani 

Seizo Uchida, Atsuko Tanaka and Tsuyoshi Matsumura.

   This research project traces interests in Japan by the American architectural world from the 1870's through the mid-twentieth 
century by examining articles in a selection of the major American architecture-related journals. We chose five major American 

journals representing a range of architecture-related readerships. Analyzing a total of 275 articles, the structural transition of their 
numbers and contents as well as their changing image of Japan was clarified. We have traced a number of important trends, such 
as the transition from an admiration of Japan as an 'Artistic Country' in the late neinteenth century to a decrease in Japan-related 
articles in the early twentieth century because of Japanese modernization.

1.は じめに

1.1研 究の目的 と背景

本研究は,近 代建築における異文化交流のあ り方の一

端 として,近 代アメリカにおける日本建築ならびにその

従事者についての認識の変遷を,構 造 的に理解すること

を目的としている。これまでの 日本近代建築史研究では,

国内の現象を解明することに重点が置かれてきたが,近

代建築 は異文化 との接触交流 を前提 とした 「自国的文

化」の発露でもある。複数の地域,国 家にまたがる近代

建築の関係像 を再構築することが必要であろう。 日本 に

おいては,近 代化への体制がほぼ固まった19世 紀後半か

ら,ア メリカにおいては南北戦争以降から20世 紀前半 を

中心 として,ア メリカにおける日本の建築ならびにその

従事者に対する複数の建築雑誌を対象とした,悉 皆的な

収集分析を試みた。

アメリカは,特 に住宅分野において,日 本 との相互的

な影響が常 々指摘 されて きた注')。また同国での各種ジ

ャーナリズムにおける日本建築ならびにその従事者を扱

った記事 も,た びたび紹介されてきた。 しかしなが ら,

アメリカ人による日本の建築文化に対する認識 とその展

開過程については,著 名な建築家あるいは20世 紀前半の

同国の万国博覧会周辺に限られ,ア メリカ建築界全般 に

おけるその構造は明 らかになっていなかっだ2)。 また

その際に重要なのは,彼 らの 日本理解に対す る 「正確

さ」 を評価の指標に置 くのではない。いわば日本建築は

彼 らの近代化 にとっての 〈鏡〉として機能 しているはず

である。 日本建築 とその従事者たちに,各 階層のアメリ

カ人たちが,何 を求め,何 を獲得 していったのか。それ

をとらえることも,中 心的なテーマの一つである。
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1.2研 究 の方法

1.2.1近 代 ア メ リカの建築関連 雑 誌 にお ける関係 記事

の悉皆調 査

調査 を行 うにあ た り,対 象雑誌 を次 の条件 に よって選

定 した。

(1)な るべ く継続 して発行 されて いる もの

(2)構 造 的把握 のため の,建 築関連雑誌 の分類化

建 築 は多様 なジ ャンル,階 層 を包括 す るものであ るか

ら,そ れ らの特 質な らびに諸関連 を把握 す るためには,

上 記(2)の よ うな分 類化 とそ の条件 に最 も見合 った雑

誌の選定 が必要 であ る。今 回は購読層 を,研 究者,建 築

家,施 工 業者 とす る ものの ほか に,一 般美術,家 庭雑 誌

の5つ に分 類 し,選 定 を行 った。

また,ア メリカには近代以 降の建築 関係 の記 事を網 羅

し た 著 名 なTheAveryIndextoArchitecturalPeriodicals,

BumhamIndexが 存 在 す るが,今 回 の探 索 の限 りで は,

ほ ぼ研究者 的,建 築 家的 な興味 に従 って抽 出 され ていた。

多種 の 関連雑 誌が 反 映 され てい る ものの「掴,本 研 究 の

目的 に沿 った編年 的な動 向 をみるに はその選定基準 があ

い まいで あった。 この2つ の リス トの内容 を検討 した上

で,ペ ージ ごとの調 査 を行 った5雑 誌 を決定 した。

また,各 雑 誌 にお ける記事 の抽 出 方法 は以 下 によって

行 った。

(3)合 本 に収録 され た各雑 誌 の年 ご との イ ンデ ックス

(件 名 分類含 む)あ るい は巻 ご との 目次,い ずれ もない

場合 は,直 接記事 タイ トル をあ たった。

(4)検 索 基準 と して,"Japan","Japanese",日 本 に関係

す る固有 名詞,そ れ らのいず れか の 単語が(3)に 記 載

されてい る もののみ を取 り扱 った。

1.2.2対 象 雑 誌群の カテ ゴ リー分 析

各雑誌 ご との対 象記事 を表2--1に して掲載 した。 また

便宜 的な もので あるが,そ の概 要把握 のため に,内 容 を

カテ ゴ リー別 に分類 した(重 複含 む)。A:JapaneseLife

(日本 の生 活全般 一ニ ュース含 む),B:JapaneseArt(日

本 美術),C:JapaneseGardens(Eヨ 本 庭 園),D:Interiors

(イ ン テ リア),E:JapaneseCraftsmen/Daiku(日 本 人職人,

大 工),F:JapaneseTraditionalArchitecture/Housing(日 本

の 伝 統 建 築,住 居),G:JapaneseModemArchitecture/

Housing(日 本 の近 代建 築,住 居),H:Japaneselnfluence

inAmerica(ア メ リカにお け る 日本建 築文化 の影 響 に よ

る諸活動),以 上8の カテ ゴリーである。

1.2.3各 雑 誌 の個 別分析

以上 のカテ ゴ リー分析 を前提 としつつ,各 雑誌の性格

を抽 出 した。 さ らに注 目される記事内容 について,紹 介

した。

1.2.4対 象 雑誌群 での構造分析

対象雑誌 群の記事 の動 向 を比 較 し,そ の全 体的 な推移,

相 互 の影響 関係等 を分析 した。

2.書 誌

今 回の分析対 象 は,以 下の5誌 であ る。

(1)TheAmericanArchitectandBuildingNews,weekly,

JamesR.Osgood&Co.Publishers,WinthropSq.Boston.

(創刊 当初以下同様),!876-1938(以 下AABNと す る)

(2)TheArchitecturalRecord,monthly,TheArchitectural

RecordCo.14&16VeseySt.NY,1891-(AR)

(3)CarpentryandBuilding,monthly,NewYork,David

Williams,83ReadeStreet,1879-1930(CB)

(4)TheCraftsman,monthly,TheUnitedCrafts,Eastwood,

NY,1901-1916(CR)

(5)HouseandGarden,monthly,JohnC.WinstonCo.919

WalnutStreet,Philadelphia,1901-(HG)

一 般 に
,対 象時期 におけ る同国 内の建築雑誌 に安定 し

た もの は少 な く,地 方,国 家両 レベ ルで組織 だ った運営

が なされていた とは言え ない。 その 中で これ ら5誌 は,

比 較的部数 の多 い全 国的な雑誌 であ った。 それぞ れが異

な る読 者層 を対 象 に してお り,AABNとARは 主 に建 築

家 の雑 誌 で あ るがAABNは 建 設 業者 に も購 読 され た。

CBは ア メ リ カの 大工(Ca叩enter)の 雑 誌 で あ る。 ア メ

リカにお ける大工 は建築家(Architect)と は 異 な るク ラ

スに属 してお り,両 者 は互いの雑誌 を併 読す る傾向 は少

なか っ た。CRは ア ー ツ ・ア ン ド ・クラ フ ツ運 動 を愛好

した上流 あるい は中流 の上 といった階層 の雑 誌で あ り,

読 者 には女性 が 多 く含 まれ てい た。HGは 主 と して女性

の雑誌 でCRよ り も広範 囲 の読 者層 を持 ってお り,建 築

同様,造 園や ガー デニ ングに も興味 を持 っていた。

AABNは 特 に長期 間発刊 され,ア メ リカ建築の 「記録雑

誌」 とみ なされてきた。CBも 同様 に長期 にわた り,大 工 ・

建設業者 の間では突出 した部数 を誇 る雑誌 だ った。ARは

や が てAABNを 吸 収 し,20世 紀 前半 にお け るアメ リカ建

築 界第 一の雑誌 と なった。CRは1916年 に廃 刊 とな った

が,HGは ア メ リカの 主要な雑誌 とな り現在 に至 ってい る。

以下 にそれ ら5誌 につい ての紹介 な らび に個別 の分析 を

行 う。 なお文 中に 〈 〉で く くられ たのは文献 ナ ンバ ー

であ り,表2-1に お け る各 記事 の通 し番号 に対応 する。

3.AABNに つ いて

AABNは 総 計152巻 出 版 さ れ た。1908年 に 名 称 が

AmericanArchitectに5117.縮 され,さ らに1936年 か ら38年 ま

で はAmericanArchitectandArchitectureと 称 し,以 降AR

に 吸 収 された、,比較 的 ジャーナ リステ ィックであ るが,

建 築家や批評 家 による2～4ペ ー ジの長 い記事 も掲載 さ

れてい る。 同誌 は,ア メリカの 日本 への興味 が最 も高 い

時期 に創刊 され た。周知 の ごと く,ペ リーが19世 紀 中葉

に 日本 を開国 させた と同時 に,日 本へ の 一般 的な興味 の

第一波 を引 き起 こ した。1860～65年 の 南北戦争 と南部再

建が ア メ リカの関心 を国内 に引 き戻 した ものの,ア メリ



力最初の万国博覧会である1876年 のブイラデルフイア博

覧会が,再 び日本への興味をかき立てた。 日本の展示は,

日本の大工が珍 しい道具や技術 をもって建物を建てた壮

挙もあって,最 も人気があった。

3.1全 体 カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回の選択基準 によるAABNの 対象記事は全135件 と

なった。抜 きん出て数が多いのは週刊によるものと考 え

られる。AABNは フィラデルフィア博 と同年に創刊 され,

続 く4年 間に19件 の日本 に関す る記事を掲載 した。編集

者の 日本への関心は続 き,1880年 代 には45件,1890年 代

に40件 の記事があるが,後 者は1893年 のシカゴ博に関す

るものが多い。1900年 代は 日本関連の記事は16件 に減少,

次の1910年 代 には6件 になる。 さらに1920年 代には6件,

雑誌が廃刊 となる1938年 までの1930年 代はたった1件 で

ある。故に1870年 代から1880年 代 にかけてが最 も日本へ

の関心が高かった と言える。 これらのカテゴリー別件数

を,表3-1に 挙げる(重 複を含む)。

庭 園,イ ンテ リアに関す る記事 は少 ないが,生 活全般

(含 ニ ュース),日 本 の美術,大 工 職人,伝 統 建築,近 代

建築 の動向 をいずれ も広 く扱 ってい る。 これは 同誌 が ア

メ リカの建築界 にお ける広 範 な読 者層 を対 象 と していた

こ とによろ う。速報性 は5誌 の中で は最 も早 く,日 本 で

の イ タ リアか らの美術 教授 の招 聰 〈5>,前 年 の東京 で

の大 火 を3か 月後 に紹介 して いる 〈7>。 ま た 日本 にお

ける近代 建築 の展 開 の動 向 につ いて も比較 的初期 より紹

介 してい る 〈9,20な ど 〉。E.S.Morseの 著 作 「Japanese

HouseandTheirSurroundings」(1886)が 刊 行 され る以前

を もってAABNの 初 期 とす る と,当 時 にお ける 日本 の建

築 につ い て の認 識 は,大 仏 の寸 法 〈14>,和 紙 の性 質

〈12,19>,大 工 職 人 の優 秀 性 〈2,18,23>,東 洋 にお

け る 日本 美術 の位置 づ け<15>,五 重 塔 の心柱 につい て

の驚 異 と懐 疑 〈48>,火 事 と地震 国 としての理 解 〈13>

な どが トピック として報告 され ている。

3.2執 筆 者 につい て

署名 記事 は少 な く,計135件 中,7件 で あ る。い ず れ

の執筆者 につ いて も詳細 は不 明であ る。1896年 に徳 川期

の寺 院 につ い て寄 稿 したC.T.Matthews〈93>は,同 時

期 にARに も記事 を発表 して いる。

3.3引 用 された記事 につい て(他 紙 との関係)

国 内外 の ほか の出版物 か らのニ ュースの コ ピーが多 く

掲載 されている。英語圏の新聞(NewYorkTimes,London

Times),技 術 専 門 誌(TheBuilderEngineering,Inven-

tion),ガ イ ドブ ッ ク な ど で41件 に 上 る 。

3.4各 記事の紹介

1870～80年 代の記事では,日 本が西欧が失 った美的感

覚を備 えた 「芸術の国」 として表現 されている。その時

期のすべての記事が 日本 を賞賛 し,西 欧 との比較におい

て好意的である。特に日本の大工職人は,編 集者に退廃

的 とみなされた西欧の職人 と比較 されている 〈23>。こ

れらの日本への誇大な賞賛が,ア メリカと英国の組合組

織の拡大 に対立す る編集方針が影響 していると考えられ

る。AABNは 繰 り返 し日本 とアメリカの職人を比較 し,

日本人がその仕事のみに集中 し,賃 金増や労働時間の短

縮などの政治的活動 にかかわらないことを強調する。同

国の組合活動は南北戦争後に急成長 してお り,AABNは

組合の目的に同調 しない建築エリー トたちのマウスピー

スで もあった。 日本 は中世 ヨーロッパのように,政 治階

層 を超 えて,す べ ての階層が美 のための美 を追求する

「美的」な世界のモデルであるとされた。

1890年 までに,こ のような芸術の政治的論議の中での

「芸術の国」 としての 日本の機能は,弱 まったと考 えら

れる。 日本の西欧化 を語る記事が,日 本 を賞賛する記事

よりも多 くなった。AABNは シカゴ博の 日本建築 を高 く

評価 したが,あ る記者は,賞 賛すべ き作品をこれまでの

ように日本の職人総体 を主語 とせずに,個 々の芸術家の

仕事 として解釈 した<82>。 片山東熊の赤坂離宮計画を

知らせる1899年 の記事 には 「竹 と畳の家が過去のもの と

なった時,何 が 日本へ と私たちを向かわせるだろう」 と

書かれている 〈104>。

1900年 代の日露戦争での 日本の勝利が,日 本が西欧勢

力に参入 したとみる視点と同様 に,AABNで は芸術分野

での 「日本」の排除の発端 となった。1905年 に編集者は

「芸術人」としての日本人への戦争の影響を憂慮 し,「長

い自国の芸術史の終焉と,え せ芸術運動の始まり」 を嘆

く。1907年 の記事では日本が ソウルのパ ンダック塔を撤

去 した行為 を 「レイプ」 と称 した 〈118>。1919年 までに

日本関連の記事は極端 に減少 し,あ る書 き手は,東 京が

「世界の建築が混在する最 も汚い都市 になるだろう」 と

述べている 〈123>。このような近代性の拡大は,な ぜ 日

本関連の記事が関東大震災以降,同 誌において途絶えた

かを説明 してい よう。

4.ARに つ いて

AR誌 は5誌 の中で も最 も息の長 い雑誌 で ある。 また,

1938年 に は先 のAABNを 吸 収 して,20世 紀 前半 にお いて

はア メリカ建 築家界 の主 流の月 間雑 誌で あ った。1925年

頃 には社 名 をF.W.DodgeCorporationに 変 更 してい る。

今 回対 象 とした創刊時 か ら1945年 までの期 間 をみ る と,
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各号は小論文程度の長い記事がユ0件程度,そ れにニュー

スや編集後記が毎号加わるという構成になっている。日

本建築に関する記事についても,比 較的記事数の多かっ

た1900年 前後を中心に,あ る程度まとまった量 を持つ記

事が掲載 されている。

4.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回対象記事は全20件 であ り,そ の内訳は以下のよう

になった。これらのカテゴリー別件数を一1表4-1に 挙げ

る(重複 を含む)。

AR誌 に おけ る最 初 の 日本 関連記 事 は,C.T.Matthews

に よ る一連 の記事で ある<136,137,138>。 日本 の伝統

建 築 を扱 った もので,同 誌 において は初期 を中心 に最 も

扱 われ るこ との多 かった テーマであ る。1905,6年 頃 には

日本 関連記事 の ピー クの一つ があ る。伝統 建築 のほか美

術,生 活 につい てが 多 くな り,消 えゆ く文化 として 日本

の伝 統芸術 を憂 えてい る。 しか しこれ以 降 になる と,初

期 の よ うな長い記事 と して 日本 建築 を扱 うこ とがな くな

る。後期 におい て散 見 されるのは,日 本 屠室 を持 つ住 宅

の写真 な ど(写 真4-1,写 真4-2)で よ りイ ンテ リア的

な もので あ る。 ま たF,L.WrightやAntonmRaymondに よ

る 日本 での建築作 品 を紹介 が開始 される,,

4、2執 筆者 につい て

ZaidaBen-Yusufに よ る 日本 滞 在 時 の 体 験 記 が 文 献

〈141>で あ り,そ の夫 人 も文献 く140>に お ける撮 影者

と して登場 してい る。 また前 述 のC.T.Matthewsに つ い

て も,分 析や描写 の精度 か ら判断す れば 日本 に滞在の経

験が ある と予想 され る。 この他,同 誌 にお いて 日本建築

研 究 の権威 と され たR.A.Cramも 来 日の経験 が あ る。来

日について は,日 本 の建 築雑誌 で も何 回 か報 道 され た。

この よ うにAR誌 に おけ る 日本 関連 記事 は,実 際 日本 に

滞在 した者,あ るい はアメ リカに出現 した 日本建築 を直

接見 た者 に よって書 かれてい る ことが多 い。 しか しピー

ク時以降 について は,日 本関連記 事の減少 とと もに,彼

らの名前が再び見 られることはない。

4.3引 用 された記事について(他 紙 との関係)

AR誌 の 日本関連記事 には書 き下ろしの ものが多 く,

他誌から引用が判明する記載は見当たらない。

4.4各 記事の紹介

(1)日 本の伝統建築に関する認識例

日本関連記事の掲載がピークであ り,実 質上の最後 と

なった1905,6年 までを分析すると,日 本の伝統芸術 をそ

の精神性から保存させていきたいとする意識が,ほ とん

どの記事からうかがえる。例 えば1906年 の前出q41>

では,日 本で使用 した火鉢(写 真4-3)に 対 して,そ の

審美性のみならず礼法の面からも陶酔 してお り,石 油ス

トーブに取 って代わられようとする実状 を憂いている。

また編集部がR,A,Cramの 日本建築研究 と併せて論 じて

いる1906年 の2つ の記事 く142,143>に おいては,世 界

主義が進展する中,伝 統芸術を残 している稀有な国とし

て日本を認識 している。そ して彼 ら編集部の仕事 として,

「伝統的感覚 と,芸 術や詩など伝統 的表現を保持 してい

るすばらしい人々への同情の感覚を,精 一杯啓発するこ

と」が述べ られている。

(2)日 本建築の発展過程についての認識例

日本建築がその発展の歴史において,大 陸からの外来

文化の影響を受けたことは言うまでもない。ただ,そ の

受容のされ方に関 して模倣や折衷などさまざまな論議が

なされるわけであ り,C.T.Matthewsに よる前出の記事の

中で もこれに関して共通 した見解が示 されている。その

うちの1896年 の 〈137>は,東 アジアの建築 として主に

中国と朝鮮,そ れに日本の建築を少 し説明 してそれぞれ

の比較 を行ったものであるが,そ の中で朝鮮や日本の建

築を中国建築の影響下にある もの と指摘 した上で,さ ら

に 「東への移行の中で最 も洗練 され理想化 された」 と日

本建築を特別視する。この日本建築の発展説は,同 時期

の 〈136>や 〈:138>で も同様 に繰 り返され,そ の絶頂が,

芝の寺や 日光の徳川寺だと説明 される。 日本建築の特徴

を近隣i諸国のそれと比較する視点は,前 出のE.S.Morse

の著作で もみられるが,そ れ らの関係性から発展過程 を

明確 に主張 した外国人による貴重な例であ り,そ の出自



についての検討が待たれよう。

5.CBに ついて

書誌において述べたように,本 書は米国における建築

施 工 者 を対 象 に した月 刊 雑 誌 で あ る。1910年 よ り

BuildingAgeと 改名 した。それ以降は誌名が示すごとく,

鉄筋コンクリー トや鉄骨などの近代的生産の関連が主要

対象になる。今回の調査では,日 本の記事が散見 される

改名以前の時期に絞 り,そ の内容 を調査,分 析 した。

5.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回の選択基準による対象記事 は全27件 となった。こ

れらのカテゴリー別件数,表5-1を 挙げる(重 複 を含む)。

雑誌 の性格 による ものか,実 際の施工方法への言及

〈157,163>,技 術者的な視点か らみたコメ ント 〈161な

ど〉が多い。とりわけ日本の伝統建築ならびに大工に関

する記述は割合的にも多 く,そ の技術的分析に及ぶもの

もある 〈163,ユ67>。 その執筆主体の多 くが 日本滞在を

体験 したことのある技術者層 と考えられる点 〈174など〉

が,特 に注 目される。

それに比較 して,一 般的な日本美術 に関連する紹介は,

初期以外はほとんど見られず<160>,ま た他雑誌ではし

ば しば取 り上げられる日本庭園に関する記事が皆無であ

ることも大 きな特徴である。

日本建築についての紹介は,日 本の建築専従者に関す

る記事 とともに多い。大 きくは19世紀がほとんど伝統建

築についてであるのに対 し,20世 紀以降は,赤 坂離宮の

建設を中心 とした近代以降の建築についての紹介がその

主要をな している く179など〉ほか,ア メリカか ら日本

への建設輸出についての レポー トも見 られるようになる

〈175>。19世 紀の方が総 じて日本建築に対するより深い

「理解」が試みられているのに対 し 〈164,165,!72>,

20世紀以降は同じ題材を扱いなが ら,そ の知識がむ しろ

後退 している例 も見受けられる<177,182>。 また,日

本の状況を参照 しつつ,ア メリカの現状 についての批判

的見解,展 望を述べる比較論 も多い。

5.2執 筆者につ1.、て

署名 を持つ執筆はなく,著 名な人物によるものは他雑

誌からの引用記事のみである。逆にペンネーム,読 者か

らの投稿が散見 され,日 本での就業経験,滞 在経験を持

つ人物 による手記が多い。 この点は貴重である。

5.3引 用 された記事 につい て(他 紙 との関係)

TheBuilder,ThePopularScienceMonthlyな ど,具 体 的

に記 されてい るのは5件 のみであ る。

5.4各 記事の紹介

ここでは19世紀 における日本伝統建築,な らびにその

専従者についての認識を,端 的に示す記事を紹介する。

(1)日 本の伝統建築についての認識例

1883年 の文献 〈164>は,日 本の五重塔 についてのC.

DressereとJ.Conderの 著名な論争を引用 した記事である。

同記事では日本の五重塔の構造が,世 界の中でも独特な

ものであるとし,両 者の意見 を抄録 した上で,心 柱が当

初より浮いていて耐震的な振 り子構造 であったとするC.

Dressereの説 よりも,後 の収縮 による としたJ.Conderの

説に重 きを置いている。現地 日本での建築家や古老の大

工などにも確認 したとしている。

また日本の住居 についての紹介 も多々見受けられる。

特に初期 における論調が,日 本の伝統住居を合理的でシ

ステマティックなもの として肯定的に受け止めている。

1880年 の 〈159>は 日本の大工による和風住宅の建て方

を基礎から順次に紹介 した本格的なものであり,そ の詳

細 さからして技術者の実見 によるものと思われる。また,

1884年 の 〈165>はTheBuilderか らの引用記事であるが,

畳が普遍的に取 り換え可能であること,そ の面積単位が

住居全体の規模 を決定するモデュールになっている点等

について,高 い評価がなされている。

(2)日 本の大工,技 術者についての認識例

1880年 の前出 〈159>に おいては,日 本 における大工

(Daiku)の 地位 の高 さを報告 している。また1886年 の

〈167>で は,Minesの 学校において4年 間席 を並べ た日

本人技術者たちのことを批評 した投稿であり,彼 らの高

い記憶力と品性 を述べ,同 時にオリジナルなリサーチに

対する能力の欠如が指摘 されている。いわば現在の日本

人論 と同様の視点が存在することが知 られる。

(3)日 本の伝統建築技術に対する認識例

1882年 の前出 く163>も 読者(フ ィラデルフィアのX.

Y.Z氏)か らの投稿であるが,CentinelExhibitionで の 日

本人大工が用いたカンナに対する手つ きの素早 さの理由

を分析 している(図5-1)。 砥石の種類,た がねの形状

を評価するもので,技 術者ならではの視点がうかがえる。

(4)日 本の近代化についての認識例

1882年 の 〈161>は,実 際 に日本で技術者 として就業

した人物によるものである。 レンガのぜい弱性,下 水の

不完備などの,日 本の急速な西洋技術の摂取 と現実 との

矛盾が指摘 され,日 本の官僚制が発展の足かせになって

いることを批判 している。また1894年 の 〈171>で は,

横浜に竣工 した,陸 屋根,鋳 鉄製ですべての壁を中空の

ガラスブロックで満 たしたDr.W.VanderHaydenの 住宅



を紹 介 してい る。 その真 偽 は確認 で きないが,新 出の史

的事例 と考 え られる注4〕。

5.5nJapan"あ る いは"Japanese"の 消 失 について

CBに お いて も1900年 以 降 に"Japan"あ る い は"Japanese"

を冠 した記事が激減す る。 これは19世 紀 後半 よ り継続 し

て 日本建 築関連の記事 を扱 って きた,今 回対 象 となった

建 築雑誌全般 に共通す る性 格で ある。 しか しなが ら同時

に,上 記 の単 語 を冠 さず,か つ 日本建築か らの影響 を類

推 で きるよ うな記事が,1900年 代 の後半か ら散見 される。

例 え ばCoolidge&Carlson,Architect設 計 に よる1907年1

月号 にお けるアムス テル ダム派 をほ うふつ とさせ るバ ン

ガ ロー置 に付属 した門 は,檜 皮葺 の唐 破風 の 門 を思 わ

せ る(写 真5-1)。 あ るいはMattRjleyの 設 計施工 による

ウ ィス コ ンシ ン州 のFishCreekに 竣 工 した別荘 を紹 介 し

た1911年4月 号 の記 事t王6)にお い て は,ClayLancasterで

あ れば当然 日本 か らの影響 と断 じるに値す る,金 閣寺 を

イメー ジ したかの よ うな竣 工写真 な らびに図面が掲載 さ

れて い る(写 真5-2)。1900年 後 半,同 誌 にお い ては盛

ん に近代 的 なバ ンガ ロー(ModemBungalow)が 取 り上

げ られ るよ うにな り,1909年 に は懸 賞競技 の結 果が3カ

月 にわた って掲 載 されて い る注7】。 この よ うな流 れの 中

で,日 本的 モチー フは近代 的バ ンガ ローの… 要素 と して

回収 され るに至 ったか の ようで ある。

6.CRに つ いて

CRは1901年 か ら1916年 ま で,ニ ュー ヨー ク州 にお い

て芸術 運動家G.Sticklyを 編 集長 として刊 行 された。1,

2号 で モ リス とラス キ ンを特集 している よ うに,ア メ リ

カでの 「アーツ ・アン ド ・クラフツ運動」 の先導的役割

を担 うべ く創刊 され たが,次 第 にその内容 は実 務的 にな

り,1904年 か らは クラフツマ ン ・ハ ウス とい う木造住宅

を販売 す る媒体 に もなった。内容 として は,手 工芸,家

具,建 築,保 存改築,庭 園,人 物,教 育,演 劇,詩,短 編

小説,旅 行,歴 史な ど教養 のあ る家庭婦 人を対 象 に した

ものが 多い。 出版 部数 は最 大22,500部(1910年)で あ った。

6.1全 体カテゴ リーによる対象記事の性格

今回対象記事は全62件 であ り,こ れらのカテゴリー別

件 数,表6-1を 挙 げる(重 複 を含 む)。

初期(1901～1905年)は,純 粋芸術 としての 日本美術

に関心が高 く,日 本画 ・木版画の自然観や特殊性 を賞賛

する記事が多 く見られる。また,封 建性から近代化 を目

指す日本の歴史的特異性 を強調する記事や,生 活用品に

芸術性を見出 した記事が多い。記事は論文調で,20ペ ー

ジに及ぶ ものがある。中期(1906～1910年)に なると,

日露戦争後の日本を戦勝国すなわち近代国家 として認識

するとともに,伝 統的な職人技術に支えられた,質 素で

自然な 日本の住宅や庭園から学ぼうとする姿勢が うかが

える。バ ンガロー住宅への日本の影響に関する記事 も見

られる。後期(1911～1916年)は,本 雑誌がより実務的

になる傾向に伴 って,イ ンテリアのエレメン トとして日

本建築や美術 をどのように利用で きるかとい う視点か ら

の記事や,書 評 ・広告が増加した。ただ し建築技術や資

源に関する記事 は見 られない。

6.2執 筆 者 につ いて

初期 は特 に記名論文 が多いの で,執 筆者 は多岐 にわた

る。福 井藩理化 学教 師 として滞 日した 『皇 国』 の著者 で

あるElliotGriffis,E,Fenollosa夫 人 のMaryFenollosa,ロ ン

ドンのJapanSociety会 員 の0.Perciva,ES.Morseの 助 手

を し,日 本美術 商 と してア メリカで活躍 した松 木文恭,

ワ シ ン トンの 国立美 術館 のR.1.Geare,な ど総勢20名 を

超 え,そ の多 くが来 日経験 者 と思 われ る。

6.3引 用 され た記事 につい て(他 紙 との関係)

筆 者 書 き下 ろ しの記事 が多い ため,直 接 的な引用 はニ

ュース欄 に しか見 られず,JapanSocietyBulletinか ら引用

した 〈234>と 〈235>の2件 があ るのみで ある。

6.4各 記事の紹介

(1)日 本美術について

1903～!905年 の記事では 「西欧の影響下で も日本美術

は雑種 になることはない」〈184>,「 日本が最盛期のギリ



シャ以上に美 と用 を日常生活で統合 した」〈186>な ど,

日本の美術 の普遍性 を挙げ,「 芸術 の国」 として比類な

き価値 を見出す とともに,生 活の中の芸術 として,酒 器

〈191>,箱 〈!92>,花 瓶 〈196>,手 ぬ ぐい く197>等 の日

用品の芸術性を論 じている点が注 目される。 さらに,日

常生活 に根ざした美術 という観点から,正 月と梅 〈207>

や,生 け花<229>,門 松<242>に ついての記事がある。

(2)日 本庭園について

1904年 の 「日本ではすべ てが完全に造形 され配置 され

てお り,日 本人にとって自然 とは繊細な楽器のようなも

の」〈190>と いう芸術性 を重んじた立場から,後 半はよ

り実践的にな り,日 本の小庭園を評価 し,そ こか らアイ

デアを得 ようとする傾向が見 られる。自宅に池のある日

本庭園を造った例 〈213>,太 鼓橋,飛 び石,ラ ンタンな

どを紹介 した例 く221>,さ らに具体的に 「日本人だった

ら小 さな庭をどうするか」<230>や,日 本の着想からの

裏庭の見直 し 〈231>,東 屋<236>な ど,「暮 らしの中に

日本庭園の良さを採 り入れ よう」と啓発する。

(3)日 本の生活について

河川での船上生活 を 「質素で芸術的」 と紹介する1906

年の記事 〈205>,京 都の一教授宅を例に,家 計簿や住宅

プランを挙げて説明 した記事 〈206>(図6-1),日 常 の

喜びに結びついている 日本の労働 と生活は,「それ自体

が美的」 とする記事<217>な ど,ア メリカと異なる質

実 な生活 を賞賛する。また,女 性教育を取 り上げたもの

として,京 都 同志社 の女学校 を取材 した1914年 の記事

〈238>が ある。

(4)日 本の建築 ・住宅について

1906年 の 「アメリカを含め西欧のこれか らの建築が装

飾のない正直(honesty)で シンプルな構法 に回帰する

にあたって,木 造建築 として完壁である日本建築の原則

に学ぶべ きものが多い」<204>や,日 本が中国の影響か

ら独 自に日本建築をつ くり上げたことを引用 し,ア メリ

カ国家の表現 としての建築を論 じた1909年 の 〈212>に

は日本の伝統建築への同調が表れている。 また,カ リフ

ォルニアのバンガロー住宅への日本の影響を述べた 〈210,

214,222>(写 真6-1),西 欧人が日本に住む場合の住 ま

い方について,ア メリカ人版画家の住宅を例 にとって記

述 した 〈211>は,異 文化間の住宅例 として興味深い。

(5)日 本 の職 人 ・大工 につ いて

「大工が 座 って仕事 をす るのはすべ ての職業 で座位 の

習慣が あるか らで,鋸 や カ ンナ を西欧 と反対 に使 うの も

姿勢か らきてい る」<195>,「 日本で は職 人 は芸術家 であ

る」 「すべ て の階層 が芸術 に対 して愛 情 を持 って い る」

<217>な ど,ア メ リカの職 人 との比較 におい て,近 代 化

以前 の職 人社会 を理想 化 してみてい る。

(6)イ ン テ リア について

1911年 以 降,日 本風 の イ ンテ リアにす ぐ応用 で きる小

物や部材 を紹介す る記事 として,窓 〈224>(写 真6-2),

欄 間 〈225>,照 明 〈226>,杉 仕 上 げ 〈228>,ろ うそ く立

て<244>が あ る。 また 日本風 イ ンテ リアの例 と して イ

タ リアの デ コ レー ター が造 った ア メ リ カの アパ ー ト

〈241>が あ る。

6.5小 結

「シンプルで自然 な生活」を提唱する本誌 にとって,

日本建築 ・庭園の簡素な美から学ぶべ きものは多かった。

さらに,生 活 と工芸 ・芸術の一致 を目指す 「アーツ ・ア

ンド・クラフツ」の流れにおいて,日 常に芸術が織 り込

まれた日本の生活は,一 つの理想であったと思われる。

感嘆と賞賛に満ちた初期の記事から,日 本の要素をアメ

リカのインテリアに採 り込 もうとする後期の実践的記事

への変化は,日 本建築 ・美術がアメリカに消化され,そ

こに適応 してい くプロセスを示す ととらえられる。

7.HGに つ い て

同 誌 は 月 刊 誌 と し て,1901年 に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア で 創

刊 さ れ た 。1906年 か ら 出 版 社 名 はJohnC.WinstonCo.,

と な り,1909年 か ら 出 版 社 名 もMeBride,Winston&Co.,

住 所 も ニ ュ ー ヨ ー ク に 移 っ て い る 。 そ の 後,出 版 社 の 拠

点 は 変 わ ら な い も の の 出 版 社 名 は1911年 に はMeBride,

Nast&Co.,1915年 に はCondeNast&Co.,と 変 更 さ れ て

い る 。 読 者 は 主 婦 を 中 心 と す る 一 般 人 で,そ の 内 容 は

1908年 の 記 述 に よ れ ば 「AnIllustratedMonthlyDevoted

toPracticalSuggestionsonArchitecture,GardenDesigning

andPlanting,Decoration,HouseFumishingandKindred

Subjects」 と あ り,ま さ に 住 宅 ・庭 園 ・家 具 を 中 心 と し

た 家 庭 生 活 に 対 す る 現 実 的 な 提 案 を 行 う こ と を 目 的 と し



ていた。今回の調査では,調 査先の所蔵状況か ら1922年

まで しか資料収集がで きなかったため,今 回は1902年 か

ら1922年 の20年 間を分析 している、,

7.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回対象記事は全30件 であり,こ れらのカテゴリー別

件数,表7-1を 挙げる(重 複を含む)、,

日本美術 お よび庭 園に関す る記事 が圧倒 的 に多い。通

時的 に見 れば,1909年 まで は庭 園関係 の記事 が多 く,か

つ,日 本庭 園 に深 い精神性 を見 出 し,そ れを高 く評価 し

ようとす る意 図が うかがえ る。 それ に対 し,1910年 以 降

では美術 品全般 の紹介 が多 く,精 神性 よ りも日本美術 の

優 れた技術 的な側 面 に注 目 している ように思 える,,ま た

住 宅関連記事 は少 ない ものの,1909年 以 降 に集中 してみ

られ る。住 宅 関連記 事 が少 ない理 由 と して 〈271>に み

る ように伝統 的住 宅 の特徴 と して真壁 造で部材 が意匠材

を兼 ねてい る こと,間 仕切 が可動 であ るこ と,自 然の材

料 を使 い こな してい るこ とを述べ てい るこ とか ら明 らか

なよ うに,同 誌 の発 行以前 に既 にわが 国の伝統 的住宅の

情報 が,同 国で行 き渡 っていたため と推 察 される、、また,

1909年 以 降 に住宅 関連記事 がみ られ るのは,〈270>の サ

ブタイ トル 「InteriorsDecoratedalldFumishedintheEuropean

MannerinHousesofTraditionalsJapaneseArchitecture」 か

らうかがえ るよ うに,単 なる伝 統的 な住 宅の紹 介ではな

く,西 洋 文化の流入後 の 日本住 宅の様 子 を述べ るためで

あ った と推 察で きる。

7.2執 筆者について

記事の大半は署名の付 された書 き下ろしで,他 雑誌か

らの引用記事はない。執筆者の素性 は明 らかではないが,

日本庭園の記事 を書いたR.A.Cramは 明治期に来日し,

国会議事堂を設計 したことで も知 られる著名建築家であ

り,ま た,生 け花の記事 を書いている松木文恭はアメリ

カでE.S.Morseの 助 手を務めた人物である。 また,他 の

日本庭園に関する多 くの記事 も,内 容から来 日の経験者

が記 したもの と推察される。

7.3引 用 された記事 につ いて(他 紙 との関係)

他 雑 誌 か らの 引 用 記 事 は な い が,〈250>の 指 図 は

「Couder'sclassicvolume"TheFlowersofJapan"」 に よ る

とあ る。 この 「Couder's」 は 」.Conderと 考 え られ る。 な

お,そ のJ.Conderの 著 書 が既 に古典 と して とらえ られて

いた ことは興 味深 く,わ が国の文化 を伝 え る出版物 が普

及 してい た様 子が うかが える。 また,ア メリカの 日本庭

園の紹介記事 の中 に 日本 の素性 に詳 しい松 井文恭,E.S.

Morseの 引 用 が見 られ るが その出典 は明 らかで はない。

7.4各 記 事の紹介

収 集 した 日本 関連記事 には 日本 の伝 統建築 やその専従

者 である大工 な どに関す る記事 はほ とん ど見 られない。

ただ,ユ908年 の 〈252>で は 日本庭園を造るためS.Furukawa

とA.Kimuraを 雇 い入 れ てた こ とが記 され てい る。2人

は 「Japanesecraftsmen」 とあ るこ とか ら,造 園家 では な

い。類似 した職 能 とい うこ とで雇 われ た もの と思 われ る

が,当 時の アメ リカにお ける職 人の理解 の仕方 を うかが

わせ る事例 とi言え る。次 に,伝 統 的 日本住 宅の記事 か ら

伝 統 的住 宅 の 認識 の 様 子 を み て お きた い。1911年 の

〈259>で は 日本住 宅の特徴 として,靴 を脱いで室 内 に入

る,室 内は襖 ・障子 で仕切 られ る,単 純 な線で構成 され

てい る,な どが挙 げ られてい る。1919年 の 〈271>はHG

掲 載 用 にA.D.Reedが 考 案 した 日本風 のバ ンガ ローが紹

介 され,そ の特徴 として柱が露 出 した構造(真 壁構i造)

で,基 礎 は 自然 の玉石 を

露出 させ る,部 屋1司 士の

仕 切 にひ とまとめ にで き

る引 き違 いのバ ネルを用

い る こ と(図7-1,7-

2,7-3)が 記 さ れ て い

る。 これ らか ら判断 して,

日本の伝統 的住 宅の特徴

は理 解 され ていた と考え

られる。 なお,当 時 の現



代住宅 について述べている記事としては1919年 の 〈270>

があ り,大 阪の 日高伴設計の住友家を和洋の様式をうま

く組み合わせた現代の日本住宅の典型 として紹介 してい

る。また,ニ ュー ヨークの高峰譲吉邸(写 真7-1)も ,

同類の住宅 として紹介 している。

8.総 合分析ならびに結論

8.11902～1910年 における対象雑誌全体の動向

ここでは,対 象5誌 における件数の動向について相関

的に比較するため,5誌 が出揃 う1902年 か ら日本関連記

事が減少 した1910年 までを対象 として分析 した。

まず記事内容についてであるが,各 雑誌の紹介 におい

て示 したように,そ れらは購買層の潜在的な欲求がビビ

ッドに反映された結果となっている。 しか しながら,い

ずれの雑誌 も19世紀 まで残存 したと認識 された日本の伝

統的精神性が,20世 紀初頭の日本の軍国化,近 代化のも

とに変質 して しまったという大 きな物語の中にあること

は納得 されよう。鈴木博之の論考 には,イ ギリスにおけ

るこれと同様の推移が1890年 代以降に顕著になったこと

が指摘 されている注8)。10年の後 にアメリカにおいても,

同様の認識の変質が起 こったのである。

さらにこの状況を,対 象雑誌全体の動向 を勘案 しつつ

検討すると,2つ の特色が明らかになる。一つは,19世

紀後半 に創刊 されたAABN,CBに 共通する もので,そ

れ ら2誌 ともが20世 紀初頭,1900年 代初頭の 日本の 「近

代化」に否定的に呼応 したかのように,明 らかに記事数

が激減 している点である。この特徴には,日 本建築なら

びにその専従者に対する初期的な学習(収 奪)態 度の継

続(19世 紀後半)と,日 本側の近代的変化 に よる学習

(収奪)意 欲の喪失(20世 紀初頭)が 反映されていると

みてよいであろう。彼 らは近代化の父親 として,未 開の

子に野生の美 を見出 し,そ の子の成長とともに,敵 対 し

うる隣人として日本を認識するに至 ったわけである。こ

のような認識的変遷はエキゾチズムー般のモデルにもよ

く合致 しうる。 しか しなが ら今回の調査で多 く明らかに

なったことであるが,19世 紀における2雑 誌の記事 には,

それぞれに特色のある検討態度 と予想以上 に深い技術的

知識の獲得があった。これについては大 きく評価される

べきであろう。

もう一つは,20世 紀初頭か ら創刊 されたCR,HG2誌



の,上 記誌に比較 した場合の継続的な日本記事の紹介態

度である。この継続性 には以前の2誌 と異なった動機が

あったと考 えるべ きであろう。CRは,1900年 代では質

素な日本の住宅,生 活自体の芸術性 を賛美 していたのに

対し,そ れ以降はインテ リアの問題 としてそれ らを扱 う

ようになった。HGは,1900年 代 までは 日本庭園の 「深

い精神」をテーマとした記事が多かったのに対 し,そ れ

以降は技術的側面を主たるテーマにしている。つまり2

誌いずれもが,ア ーッ ・アンド・クラフツ運動や近代的

なバ ンガローの成立に関与 してい く中で,日 本的要素を,

より疎外的に自らの体系の…部 として位置づけうるよう

な段階に至っていたことが推測されるのである。

以前の2誌 に比べ2誌 におけるアメリカにおける日本

建築の影響 についての記事(カ テゴリーHに 該当,表2

-1参 照の こと)が 格段 に増加 していることは,こ れを

反映 している。つまりこの時期,ア メリカにおいて 「日

本」は既に内向 していたのである。これらの内向化の過

程 をよく表 しているのがARの 記事動 向である。1920年

代以 降は主 にF.LWrightやA.Raymond等 によって咀噛

された 「日本」を扱 っているのである。

8.2心 柱 をめ ぐって

各誌 に共通す る題材 の取 り扱 われ方 の相違例 を述べ る。

五重塔 の心柱 は,日 本 の伝統 建築 の潜 在的 な技術 力の象

徴 として,そ の解釈 をめ ぐ り初期 の関心 と議論 の中心 の

一 つ となった。今 回の対象 雑誌5誌 の 中 に4件(AABN

に2件,CBとARに 各1件)の 関連 記事 が あ 〈)たので,

そ の比較 を行 いつつ雑誌 間の階層 的差異 について指摘 し

たい。周知 の ように心柱 をめ ぐる議 論 は,1882年 か ら6

年 にか けての イギ リスの美学者 な らびにデザ イナーであ

ったC.DressereとJ.Conderと の対立 を もって代表 される。

端 的 にC.Dressereが 日光 の 五重 塔 の心 柱 に振 り子 説 を提

示 したの に対 し,」.Conderは そ れ を部 材の収 縮 に よる偶

然的 な もの と したのであ るit9)。

両 者 の説 に対 して,1883年 のCB<164>で は」.Conder

説 を支持 した。1886年 のAABNで は,自 由の 女神 を建設

す る際 に起 こった議 論 を取 り上 げた記事 〈48>に 関 連 し

てJ.Conder説 を 支 持 し て い る。1894年 のARに お け る

C.T.Matthewsに よ る記事<136>で は,逆 にC.Dressereを

支 持 してい る。EnglishMechanics誌 か らの転 載で あ った

1899年 のCB〈183>で は,五 重塔 を心柱へ の言 及 な く,

全 体 的 な振 り子 構造 を持 つ もの と解釈 してい る。

これ ら雑誌,時 代 に よる見解 の相違 につ いて はさま ざ

まな解 釈 が成 り立 ち うるが,特 にい ち 早 く反応 したCB

の 立 脚点 に注 意 して お きたい,、CBは ア メ リカの 大工 を

購読層 に持つ雑誌 であ り,19世 紀 を通 じて特 に 日本 の大

工職 人の作業 に関す る報告 を主 に行 っていた、,彼 らに と

って 日本の大工職 人の 「優 秀 さ」 は,当 痔の アメ リカ内

の組 合活動 に関連 した政治的背景 の中で,脅 威 ともな っ

て いた と推 測 され る。ARやAABNに お ける単 なる称 賛

に終 わ らず,実 地 の観 察 による技術 的報告が多 いの もそ

のため であ ろう。 この状況 の中にあ って,彼 らが機 敏 に

技 術 的驚 異 を敷延 す るC.Dressere説 よ りも,J.Conder説

を採 ったの は必然 的 なこ とであった。

繰 り返 しになるが,重 要なのは,彼 らの日本理解 に対

す る 「正確 さ」で はな く,彼 らの近代 化 に とっての

く鏡〉とな りえた 「日本建築」の意味 なのである。従来

からの定説でもあったアメリカのモダニズムにおける日

本建築の影響が,今 後なお指摘 されるとするならば,そ

の主体は日本建築自体にあるのではなく,ア メリカ側の

主体的立場において成 り立っていることなのである。

<注>

1)日 本 建 築 が ア メ リ カ建 築 に影 響 を与 え た とす る定 説 は流 布 し

て お り,基 本 文 献 で あ るCLancaster"JapaneseInfluencein

America「1.NewYorkCity:WaltonH.Rawls,1963.の ほか,V.ス

カ リー,長 尾 重 武 訳 「ア メ リカ住 宅 論 』鹿 島 出版 会,1978年,

WilliamJ.R,Curtis,「'ModernArchitecturesincel900"等 多 くの美

術,住 宅 関連 文 献 に散 見 され る。

2)先 駆 的研 究 と して鈴 木博 之 に よ る論 考(参 考 文 献 参 照)が 挙

げ られ る。 その 論 点 は 日本 建 築 な らび に そ の 専 従 者 に つ い て

の 考 察 を広 く行 う こ とが 目 的 で は な か っ たが,本 論 を進 め る

に あ た って 前提 とな る もの であ る。

3)例 えばAveryIndexに お け る,建 築家A,Raymondに 関 す る もの を

除 く伝 統 的 な らび に 日本 近代 建 築 の 関連 記 事 は75件 であ った 。

4)同 住 宅 に よ る別報 告 が,AABNに よっ て な され て い る く95>。

5)RusticEntranceand(:}ardener'sCottageat',RockyLedge"Newton,

MASS

6)ARefreshmentBuildingAtFishCreek,WIS

7)CompetitioninModernBungalows,AprilNJune,1909

8)&9)2)を 参 照 の こ と
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